
徐
禎
卿
の
よ
政
審
録
』

ー
清
ら
か
で
円
や
か
な
調
べ
の
詩
を
目
指
し
て
!

は
じ
め
に

明
代
は
そ
の
初
め
か
ら
「
復
古
」
を
忘
向
し
、
情
を
尊
ん
で
い
る
つ

「
復
古
」
を
大
き
く
前
進
さ
せ
た
ぢ
文
辞
派
、
特
に
前
七
子
と
称
さ

れ
る
人
々
の
な
か
に
は
、
宮
代
の
よ
う
に
飾
ら
ぬ
情
を
詠
い
、
か
っ

占
代
の
よ
う
に
調
べ
に
の
せ
て
歌
う
詩
を
作
ろ
う
と
し
て
い
た
。
古

文
辞
派
の
李
夢
陽
(
一
四
七
二

1
一
五
二
九
)
は
一
一
一
一
向
う
。
「
詩
は
蔚

に
主
り
て
、
十
日
樹
亡
ぶ
。
然
れ
ど
も
自
ず
か
ら
踏
の
調
べ
有
ち
て
敬

一
詠
す
べ
し
Q

高
き
者
は
猶
ほ
管
弦
に
被
ら
し
む
る
に
足
れ
り
。
ん
木
人

は
理
を
主
と
し
て
調
べ
を
主
と
せ
ず
。
遼
に
於
い
て
麿
の
調
べ
も
亦

(1) 

た
亡
ぶ
J

と。

(
、
ソ
ニ

ま
た
、
学
問
先
(
一
五

O
二
i
一
五
六
八
)
の
司
判
例
詩
句
に
は
、

李
夢
路
が
詩
文
を
学
ん
で
い
る
人
に
開
封
で
流
行
っ
て
い
る
「
鎖
南

校
」
そ
っ
く
り
に
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
も
う
何
も
付
け
た
す
も

の
は
な
い
と
誇
っ
た
こ
と
、
何
繁
明
(
一
四
八
三
1

一
去
一
，
¢
)
も

鷲

聖子

円
バ
r
E
 

正

こ
の
歌
を
愛
し
、

唱
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ

李
夢
組
問
が
徐
禎
制
御
(

に
な
っ
た
の

て
い
て
、
呉
(3} 

で
あ
っ
た
の

の
歌
が
そ
の
ま
ま
巷
の
女
た

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
五
一
)

(40) 

て
も
ら
っ
て
い
た
か
ら

明
代
の

河
江
市
で
4

・
ウ
小

i
u年
L
F

し
か

そ
め
メ
ロ
デ
ィ

!
を
知
る
こ
と
誌

り
つ
つ
、

ど
の
よ
う

実
は

の
も
の
に
も



実
践
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
、
詩
と
音
楽
と
の
関
わ
り

l
詩
の
漉
流
と
雅
頒
a

思
風

i

徐
被
卿
は
、
の
加
は
宏
淵
に
し
て
、
談
ず
る
こ
と
何
ぞ
容
間
切

な
ら
ん
。
誕
の
妙
用
を
究
め
て
、
略
し
て
一
言
ふ
べ
し
(
詩
碑
宏
淵
、

談
何
容
易
。
究
放
ハ
妙
府
、
可
路
市
…
一
一
日
。
ど
と
し
た
う
え
で
、
詩
と
は

の

か

が

や

「
玄
欝
の
思
ひ
を
賞
」
ベ
「
神
妙
の
化
を
光
」
か
す
も
の
と
言
う
。

卿
一
盤
以
・
江
水
は
、
雅
頒
の
源
を
開
き
、
訳
出
民
・
麦
秀
は
、
間
鼠

の
始
め
を
建
つ
。
其
の
事
漉
を
覧
れ
ば
、
蹴
ハ
燦
存
す
る
が
如
く
、

彼
の
民
情
を
い
向
へ
ば
、
的
辞
自
に
ん
仕
り
。
別
ち
知
る
、
一
諮
問
と
は
、

玄
欝
の
思
ひ
を
省
一
べ
、
神
妙
の
牝
を
光
か
す
所
以
の
者
な
り
と
Q

(
卿
繁
一
札
水
、
関
税
額
之
源
、
品
川
州
民
婆
秀
、
建
関
嵐
之
始
。
覧

英
一
事
法
、
興
綴
如
存
、
占
彼
民
構
、
間
辞
在
話
。
間
知
詩
者
、

所
以
蜜
玄
欝
之
忠
、
光
紳
妙
之
化
者
告
。
)

叫
一
一
川
に
捕
か
れ
て
い
る
事
跡
を
見
る
と
、
興
躍
が
自
の
前
に
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
感
じ
、
人
々
の
気
持
ち
を
推
し
量
っ
て

み
る
と
、
問
問
菅
野
暢
の
さ
ま
が
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
る
。
そ
こ
で
、

詩
と
は
、
「
玄
欝
の
思
ひ
」
日
心
の
奥
深
く
に
わ
だ
か
ま
っ
て
い
る

思
い
を
解
き
放
ち
、
「
神
妙
の
化
」
日
神
秘
的
で
霊
妙
な
自
黙
の
変

化
に
光
を
あ
て
る
も
の
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
、
と
。

の

か

が

や

「
玄
欝
の
思
ひ
を
官
一
」
ベ
「
神
妙
の
化
を
光
か
す
一

た
め
に
は
、

事
跡
や
開
制
服
釈
が
お
の
前
に
党
え
る
よ
う
に
異
体
的
に
擁
か
れ
る
必
要

が
あ
ろ
う
っ
ま
た
、

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
ろ

自寺

心労
挽
象

と
を
想
録
さ
せ
る
。
以
下
の
引
用
は
徐

プ
ー
…
五
九
三
)
の
文
で
あ
る
が
、
徐

変
わ
ら
な
か
っ
た
と
忠
わ
れ
る
の

づ
く
。
設
け
て
以
て
之
を
為
す
者
に
非

詩
有
り
て
詩
人
熊
し
。
後
散
に
這
ん
で
、

乞
ふ
の
回
多
く
し
て
勝
へ
て
応
。
す
べ
か

揺
し
て
詩
の
格
も
亦
た
多
く
し
て
勝
へ
て
口
開

業
る
。
然
し
て
其
の
詩
に
於
け
る
、
時
本
よ

て
、
情
を
設
け
て
以
て
之
を
為
す
に
類
す
。も
と

以
て
之
を
為
せ
ば
、
設
ハ
の
趨
は
詩
の
名
を
干

の
名
を
千
む
れ
ば
、
設
ハ
の
勢
い
は
必
ず
詩
の

が
す
め
と

の
翠
認
を
鵜
る
に
至
る
9

是
く
の
如
き
を
審
か

是
を
之
れ
詩
人
有
り
て

も41)

禎
卿
の
後

ぃ
呉
躍
り
寺

t
ち
を

L
7や
l
ι
u
Hハ
/
t
L嘗

円

H
H
，
小
E
Pト
ι~旬
Q
1
w

，

占
の
入
の
一

ざ
る
な
り
。

ムノゴ」ザハ
W

む

良」で
あ
る
。
こ
れ
ち
は

し
て
挙
げ
る
詩
は
、
「
卿
雲
」
、
「
江
水
」
、
「
桑

ま
た
そ
の
一
流
れ
を
く
む
雅
頚
と
箆
患
の
詩

て
い
た
。
そ
こ
で
、
徐
禎
鱒
は



一一一一口う。
先
王
之
を
宮
徴
に
協
へ
、
之
を
鐙
絃
に
被
む
ら
し
め
、
之
を
郊

社
に
奏
し
、
之
を
宗
廟
に
頒
し
、
之
を
燕
会
に
歌
ひ
、
之
を
一
男

中
に
翻
す
。
援
し
之
を
以
て
以
て
天
地
を
格
し
、
鬼
神
を
感
ぜ

し
め
、
嵐
教
を
暢
し
、
庶
情
に
通
ず
べ
し
。
此
れ
吉
詩
の
大
約

な
り
。
(
先
王
協
之
於
宮
徴
、
被
之
於
繁
絃
、
葵
之
於
郊
社
、

頒
之
於
宗
版
、
歌
之
於
燕
ム
削
問
、
調
之
於
一
房
中
。
益
以
之
可
以
格

天
地
、
感
鬼
一
柳
、
物
風
教
、
通
庶
情
。
此
志
詩
之
大
約
也
。
)

「
情
」
か
ら
生
ま
れ
た
詩
は
、
先
一
土
が
宮
徴
(
メ
ロ
デ
ィ
ー
)
に

わ
せ
て
楽
器
で
演
奏
で
き
る
よ
う
に
し
、
宗
織
で
鎖
し
、
宴
会
で

歌
い
、
一
問
中
で
謝
し
た
。
そ
れ
故
に
、
天
地
を
格
し
、
鬼
神
を
も
感

動
さ
せ
、
風
教
を
広
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
に
通
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

二
、
雅
頒
と
国
風
の
系
譜
i
漠
代
か
ら
貌
ま
で
i

詩
と
苦
楽
と
が
結
び
つ
い
た
古
代
の
詩
は
後
の
時
代
で
は
ど
の
よ

う
に
変
化
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
徐
禎
一
郷
は
、
経
娯
を
継
ぐ
も

の
と
関
闘
を
継
ぐ
も
の
と
に
分
け
て
次
の
よ
う
に
一
一
一
一
口
う
。

瀧
詐
鴻
朗
、
文
京
作
る
こ
と
新
た
な
り
。
安
世
の
楚
声
は
、
損

純
一
脱
税
、
孝
武
の
楽
府
は
、
壮
麗
宏
苛
。
綴
紳
先
生
、
成
な
従

ひ
附
き
て
作
る
。
越
を
古
風
に
規
る
と
縦
も
、
各
お
の
剤
劇
を

懐
く
。
奨
な
る
か
な
歌
誌
、
漢
の
器
楽
揚
た
り
、
税
額
の
樹
と

声

為
す
べ
き
な
ち
§
夫
の
輿
懐
触
感
す
る
に
及
び
、
民
各
お
の
構

有
号
、
賢
人
逸
士
、
下
里
に
綿
吟
し
、
糞
妻
患
婦
、
中
欝
ζ
嘆

詠
し
、
鼓
吹
し
て
箪
惑
を
一
奏
し
、
章
一
議
題
巷
に
発
す
る
辻
、
亦

た
十
五
霞
患
の
次
な
号
令
(
漢
詐
鴻
錦
、
文
章
作
新
。
安
世
楚

撃
、
糧
経
淳
雅
、
孝
武
築
時
、
註
一
躍
宏
奇
2

繕
紳
先
生
、
威
従

前
作
。
難
規
遮
古
窓
、
各
一
穣
制
側
。
美
哉
歌
一
詠
、
漢
議
議
揚
、

可
倍
加
雅
煩
之
観
也
っ
及
夫
盟
パ
懐
鱗
感
、
民
各
有
培
、
賢
人
逸
士
、

時
吟
於
下
髪
、
棄
萎
思
婦
、
嘆
詠
於
中
間
、
鼓
吹
奏
乎
叢
治
、

童
謡
護
於
欝
巷
、
亦
十
五
欝
嵐
之
次
也
J

漢
代
に
な
っ
て
、
に
文
学
の
発
擦
が
み
ら
れ
た
。

，
そ
れ
ぞ
れ
混
純
淳
穂
、
川

生
た
ち
は
み
な
そ
の
吉
嵐
~

い
だ
い
て
い
た
り
そ
の
詠
叫

の
で
あ
っ
た
。

(42) 

う
特
色
が
あ
り
、

を
作
り
、
各
々
一

撲
の
徳
は
縫
携
と
し
、

を
継
ぐ
も
の

は
下
翠



れ
ば
伯
仲
填
競
し
、
其
の
音
調
を
相
ひ
成
す
所
以
な
り
合
(
東

京
縫
軌
、
大
演
五
…
一
一
一
口
、
市
歌
詩
之
野
微
失
η

主
於
合
議
布
拐
、

府
民
十
郎
不
采
、
七
情
雑
造
、
銃
自
怒
組
、
或
間
有
微
続
、
終
難
航
減

玉
。
調
京
叶
一
一
川
法
、
磐
之
的
仲
墳
策
、
所
以
相
成
其
斉
調
也
っ
)

後
漢
時
代
に
は
五
一
一
一
一
口
詩
が
作
ら
れ
る
が
、
歌
誌
の
「
官
ど
は
「
微
」

で
あ
っ
た
。
し
か
し
ょ
♂
を
含
み
「
詞
」
を
布
く
に
五
つ
て
は
、

「
采
」
で
は
な
く
「
質
」
で
あ
り
、
七
情
が
こ
め
ら
れ
て
自
ず
か
ら

「
悠
円
」
で
あ
っ
た
。
ま
ま
微
庇
は
あ
る
が
支
は
州
政
ち
難
く
、
雨
模

っ
ち
ぷ
え
た
け
ぷ
え

時
代
の
詩
法
は
伯
仲
の
兄
弟
が
睦
ま
じ
く
墳
と
績
で
演
奏
す
る
よ

う
に
「
音
調
」
が
調
和
し
て
い
た
Q

税
以
後
は
、
税
だ
け
が
感
ん
で
、
留
は
い
け
な
い
、
と
一
一
一
一
向
う
a

税
氏
の
文
学
、
独
り
其
の
盛
を
専
に
す
。
然
し
て
鼠
運
り
嵐
移
ahu
》』

り
、
十
日
朴
解
し
易
し
。
欝
一
モ
の
数
子
、
才
気
様
慨
、
一
風
人
に
詑

ら
ざ
る
も
、
部
れ
ど
も
持
立
の
功
、
卒
に
亦
た
未
だ
歪
ら
ず
。

故
に
特
に
之
と
閣
に
化
す
。
嶋
呼
世
代
の
推
移
、
理
に
必
ず
翻

る
有
り
、
閉
山
斯
に
健
す
。
何
ぞ
才
を
論
ず
る
に
口
は
ら
ん
、
故
に

特
に
極
界
を
楳
し
て
、
以
て
君
子
の
取
る
を
挨
つ
。
(
貌
氏
文

響
、
織
専
其
盛
。
然
感
運
風
移
、
古
朴
易
解
。
曹
王
数
千
、
才

気
懐
慨
、
不
能
風
入
、
市
持
立
之
功
、
卒
亦
未
至
。
故
時
輿
之

開
化
突
。
鳴
呼
世
代
推
移
、
理
有
必
欝
、
風
斯
穏
ハ
突
。
何
是
論

才
。
故
特
襟
様
界
、
以
後
君
子
取
正
一
周
。
)

六
験
時
抗
一
は
、

才
気
が
あ
っ

畿
の
文
学
だ
け
が
盛
ん
だ
っ
た
余
欝
王
の
数
子
は

穫
し
、
思
人
に
劣
る
こ
と
は
な
か
っ
'

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
世
代
が
推
移
し
て
一

く

な

り

、

る

者

も

い

な

い

、

と

。

の
創
作
論

i
詩
は
情
か
ら
生
ま
れ
る

i

べ
た
後
、
徐
禎
郷
は
詩
の
根
底
に
あ
る

つ
な
ぐ
も
の
に
つ
い
て
論
述
す
る
。
人
と
人

を
つ
な
ぐ
も
の
は
、
時
代
や
社
会
が
ど
ん
な
に
変
わ
っ
て
も
必
ず
人

の
心
に
存
駐
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

夫
れ
矯
は
能
く
物
を
動
か
す
。
故
に
詩
は
以
て
人
を
感
、
ぜ
し
む

る
に
足
る
命
荊
鞠
の
変
徴
に
、
壮
士
自
を
旗
ら
せ
、
延
年
の
娘

歌
に
、
漢
武
慕
嘆
す
っ
凡
そ
殿
の
合
生
、
情
本
よ
り
…
賞
。
間

に
翠
へ
て
相
捧
み
、
間
に
楽
し
み
て
相
ひ
傾
く
所
以
の
者
な
り
。

故
に
詩
と
は
騒
な
れ
ノ
。
患
の
琵
る
所
、
草
必
ず
纏
す
。
(
夫
構

能
動
物
。
故
詩
足
以
惑
入
。
荊
籾
判
愛
徴
、
役
士
儲
隣
国
、
延
年
椀

歌
、
漢
武
慕
嘆
令
凡
隊
合
生
、
情
本
一
賞
。
所
以
間
愛
棺
棒
、

同
築
担
額
者
也
ゥ
故
詩
書
風
也
。
嵐
之
一
前
至
、
草
必
億
一
世
同
点
)

「
凡
そ
販
の
含
生
、
矯
本
よ
れ
ツ
一
貫
」

H
お
よ
そ
生
き
と
し
生
け

る
も
の
は
、
滑
に
よ
っ
て
一
つ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
情
を
雷
昂
揚
す

る
の
は
徐
領
制
御
だ
け
と
は
躍
ら
な
い
。
『
礼
記
』
「
楽
記
」
、
明
詩
経
b

も
の
、

(43) 



「
大
序
」
か
ら
始
ま
り
、
唐
の
自
楽
天
も
「
聖
人
人
心
に
感
じ
て
天

下
和
平
な
り
。
人
心
を
感
ぜ
し
む
る
は
、
構
よ
り
先
な
る
は
莫
し

(
「
聖
人
感
人
心
部
天
下
和
平
。
感
人
心
者
、
莫
一
先
乎
情
」
司
自
氏
一
長

慶
集
』
巻
間
十
五
「
興
一
冗
九
書
」
)
と
云
う
。
一
般
に
明
代
は
情
を

重
ん
じ
た
時
代
と
一
一
一
一
口
わ
れ
、
李
夢
問
問
・
何
景
明
も
情
を
重
ん
じ
て

(6) 

し
る
。詩
が
惰
に
発
す
る
と
い
う
主
張
は
古
来
よ
り
変
わ
ら
な
い
。
徐
禎

郷
は
そ
れ
を
「
凡
そ
販
の
含
生
、
情
本
よ
り
一
貫
」
と
、
情
は
時
代

と
空
間
を
越
え
て
人
を
質
く
不
変
な
も
の
と
み
て
い
る
ひ

レホ

さ
て
、
情
が
大
切
な
ら
、
詩
は
た
だ
情
に
縁
っ
て
詠
え
ば
そ
れ
で

よ
い
の
か
と
い
う
と
、
徐
禎
卿
は
そ
う
で
は
な
い
と
一
一
一
日
う
。
た
と
え

ば
陸
機
が
「
情
に
繰
り
て
締
燦
」
(
「
文
賦
」
)
と
云
っ
て
い
る
こ
と

を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
一
一
一
一
口
う
。

詩
は
情
に
縁
り
て
締
躍
な
り
と
。
別
ち
健
生
の
知
る
所
、
間
よ

り
貌
詩
の
資
械
の
み
。
嵯
夫
れ
文
勝
り
質
表
へ
、
本
間
じ
く
し

て
未
異
な
る
は
、
此
れ
駒
山
一
哲
の
感
歎
す
る
所
以
に
し
て
、
程
朱

「
〈

の
興
哀
す
る
所
以
の
者
な
り
。
夫
れ
質
を
擦
は
ん
と
欲
す
れ
域
、

必
ず
文
を
削
ら
ん
と
務
め
、
本
に
反
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
‘
必
ず

末
を
去
ら
ん
と
資
る
。
澄
れ
間
よ
り
然
り
と
日
ふ
。
然
れ
ど
も

通
論
に
非
ざ
る
な
り
。
玉
は
石
に
櫨
め
ら
る
る
も
、
以
況
に
文
無

わ
ら

し
と
一
日
は
ん
や
。
制
珠
蕗
采
も
、
亦
た
一
覧
無
き
に
一
際
ず
a

質
に

出
り
て
文
を
開
く
は
、
吉
の
詩
の
巧
を
護
に
す
る
所
以
な
り
。

文
に
自
の
/
て
費
を
求
む
る
は
、
沼
田
の
格
の
衰
ふ
る
と
為
す
所
ノ
以

な
り
。
乃
ち
文
質
雑
盤
ハ
し
、
本
来
並
び
用
ふ
る
が
若
き
誌
、
此

つ

れ
毅
の
失
な
り
ノ
G

故
に
諜
の
武
を
縄
げ
法
、
其
の
溌
や
猶
ほ
畿

に
至
号
、
普
の
体
を
宗
と
す
れ
ば
、
一
貫
(
の
鍛
や
以
て
悉
す
べ
か

ら
ず
っ
(
詩
縁
構
高
結
期
睦
生
之
所
知
‘
題
鏡
詩
之
牽
稜

茸
。
嘘
夫
文
一
勝
質
表
、
築
、
此
聖
哲
所
以
惑
歎
、
欝
朱

所

以

蹴

(

哀

者

也

。

必

務

削

文

、

必

資

去

文
。
掛

由
文
求

此
鵠
之

出
質
問
問
一
文
、

若
乃
文
質
雑
興
、

其
流
塩
議
一
生
於
貌
、

(44) 

い
。
そ
う
陸
機
が

の
中
め

は
局
内
ん
付
で
も
な
い

の
一
む
の
中
に
ひ
そ
ん
で
い
る
。



れ
と
同
じ
よ
う
に
詩
も
、
見
た
お
は
「
質
」
で
あ
る
が
「
か
ご
を
ひ

め
て
い
る
も
の
が
よ
い
a

美
し
い
珠
援
は
す
ぐ
に
乾
き
「
質
」
が
な

い
よ
う
で
あ
る
が
、
実
態
と
し
て
の
「
質
」
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ

っ
て
「
文
」
が
存
在
す
る
。
「
文
」
と
は
、
支
の
よ
う
な
彩
の
あ
る

美
し
さ
な
い
う
。
「
箆
」
と
は
、
質
朴
で
実
体
の
あ
る
こ
と
を
い
う
。

吉
の
詩
が
巧
み
な
の
は
「
文
」
と
と
も
に
「
質
」
が
あ
る
か
ら
で
、

「
文
」
に
よ
っ
て
「
質
」
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
q

ま
さ
し
く

「
其
の
事
法
を
覧
れ
ば
、
間
関
溌
存
す
る
が
如
く
、
彼
の
民
情
を
占
へ

ば
、
関
野
臼
に
在
」
る
が
ご
と
き
な
の
で
あ
る
。
習
の
格
、
が
衰
え
て

い
る
の
は
「
文
」
だ
け
で
「
質
」
が
な
か
っ
た
り
、
「
質
」
だ
け
で

「
文
」
が
な
か
っ
た
り
す
る
か
ら
で
あ
る
。

「
文
」
「
質
」
か
ら
立
川
山
部
川
b

の
「
質
文
に
勝
て
ば
期
ち
野
、
文
一
簡

に
勝
て
ば
別
ち
史
、
文
質
彬
彬
、
然
る
後
に
君
子
た
り
」
(
悲
也
)

が
思
い
出
さ
れ
る
。

関
、
情
が
詩
と
な
る
た
め
に

i
「忠」

「
引
制
」

詩
は
、
「
先
王
之
を
宮
徴
に
協
へ
、
之
を
繁
絃
に
被
む
ら
し
め
」

る
と
一
一
一
一
向
う
よ
う
に
、
ま
ず
以
前
、
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
音
楽
に
の
せ
る
と

徐
禎
卿
は
考
え
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
詩
の
創
作
論
で
は
、

創
作
の
原
理
や
方
法
を
論
ず
る
だ
け
で
よ
く
、
古
代
の
詩
と
音
楽
と

の
関
わ
り
な
ど
は
敢
え
て
一
一
一
日
わ
な
く
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
徐
被
郷
は

な
ぜ
お
代

い
て
議
じ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ノ
ぞ

お
け
る

才L

と

に
つ
い
て
晃
て
お
き
た
い
。

必
ず
患

必
ず
力

ば
、
必
ず
才
に
関
り
て
以

才
は
翻
揚
し
易
け
れ
ば
、
必
ず
賀
に
煽
り

て

以

ぐ

令

此

れ

詩

の

流

な

り

。

是

れ

綴

り

し

て

観
れ
ば
、
別
ち
知
る
、
詩
と
は
乃
ち
精
神
の
浮
英
、
進
化
の
州
知

恵
な
り
と
の
(
吠
川
崎
山
鐙
踏
秒
、
必
国
思
以
窮
設
ハ
奥
。
策
有
議
弱
、

必
悶
力
以
奪
其
編
。
符
難
妥
結
、
必
関
才
以
致
其
極
。
才
易
難

揚
、
必
悶
紫
以
禦
其
拶
っ
此
詩
之
流
也
。
鮮
問
戸
応
部
鶴
、
制
的
知
詩

者
乃
精
一
紳
之
浮
英
、
造
化
之
秘
忠
世
J

「
情
」
は
、
最
初
は
「
動
静
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
「
動
紗
」
と

し
て
い
る
「
構
」
を
「
関
心
」
に
よ
っ
て
「
其
の
輿
を
窮
」
め
る
。
「
気
い

」
が
あ
る
の
で
、
「
カ
」
に
よ
っ
て
「
嬬
り
」
が
な
い

り
「
一
目
的
」
は
「
妥
結
し
難
い
」
。
そ
こ
で
、
必
ず
「
才
」

上
の
も
の
に
す
る
。
「
才
」
は
鶴
間
揚
し
や
す
い
の
で
、

に
よ
っ
て
「
移
」
日
華
美
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
必
要
が

ほ
油
国
籍
の
鶴
き
で
あ
り
、
「
思
」
は
理
性
・
理
知
商

「
露
弱
」
が
あ
る
の
で
「
カ
」
に
よ
っ
て
「
一
嬬
り
」

て
其

ザ
」
斗
ふ

ょ
う
に
よ
っ

必
ず
「

中めず令、ル」。

の
欝
き
で
あ
る
つ



を

な

く

そ

う

と

い

う

心

の

中

の

「

情

思

」

を

外

に

向

か
わ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
創
作
意
欲
、
気
力
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
才
」
は
適
切
な
詩
語
を
選
択
す
る
才
能
で
あ
る
。

務
一
が
詩
に
な
る
た
め
に
、
「
情
」
と
「
関
心
」
、
「
気
」
と
「
カ
ヘ
「
一
部
」

と
「
文
」
「
質
」
が
必
要
不
可
欠
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

を
身
に
つ
け
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
徐
禎
制
御
は
、
多
く
の
文

学
を
学
び
、
深
く
探
究
し
、
知
識
を
広
め
よ
、
と
一
一
一
一
日
う
。

伝
に
臼
く
、
疾
く
行
へ
ば
善
迩
無
し
と
。
乃
ち
護
家
の
恒
論
な

り
。
苦
…
和
…
諮
賦
を
揚
雄
に
学
ぶ
に
、
雄
千
菌
の
賦
を
読
ま
し
む
。

認
し
其
の
資
を
広
め
、
亦
た
得
て
以
て
其
の
変
に
参
ぜ
し
む
る
す
伝
H
M

所
以
な
れ
ば
な
り
。
詩
賦
の
機
精
は
、
之
を
稀
絡
に
謬
ふ
。
前

ち
探
併
の
力
を
深
め
ざ
れ
ば
、
識
訴
の
功
を
宏
む
る
こ
と
、
何

ぞ
能
く
設
あ
ら
ん
や
。
故
に
い
!
日
詩
三
百
、
以
て
其
の
源
を
博
む

べ
く
、
選
第
十
九
、
以
て
其
の
越
を
約
す
べ
く
、
楽
府
の
雄
高
、

以
て
其
の
気
を
腐
ま
す
べ
く
、
離
騒
の
深
永
、
以
て
誕
の
患
を

ル許神
す
べ
し
。
然
る
後
に
経
を
法
と
し
て
詰
を
槌
ゑ
、
釘
を
線
と

し
て
以
て
辞
を
崇
く
す
れ
ば
、
或
い
は
未
だ
尽
く
其
の
奥
に
議

ら
ず
と
雌
も
、
苦
亦
た
其
の
失
を
見
る
こ
と
平
な
り
a

(

健
日
、

疾
行
無
諮
問
迎
。
乃
護
家
之
偲
論
也
の
箭
一
続
講
撃
獄
於
揚
娘
、
雄

令
諮
千
荷
紙
。
議
所
以
筋
立
一
資
、
亦
待
以
参
蛙
ハ
楼
也
舎
詩
斌
闘
機

縮
、
明
智
之
締
総
Q

開
不
深
探
研
之
力
、
宏
識
諦
之
功
、
向
能
金

と
は
、

也
。
故
吉
詩
三
百
、
可
以
博
其
源
、
選
篇
十
九
、
可
以
約
其
題
、

築
府
雄
官
問
、
可
以
麗
其
索
、
離
騒
深
永
、
可
以
祷
英
恵
。
熱
後

法
終
十
間
接
旨
、
縄
吉
以
崇
辞
躍
或
来
意
譲
其
奥
、
五
口
亦
卒
晃

其
失
損
ご

作
詩
に
速
修
は
禁
物
で
、
明
詩
経
』
か
ら
は
詩
の
療
で
あ
る
「
構
」

の
諸
相
を
ふ
仏
く
学
び
、
吉
詩
十
九
普
か
ら
は
詩
の
「
趣
」
の
精
錬
の

仕
方
を
学
び
、
楽
府
の
雄
大
高
逸
か
ら
「
気
」
を
奮
い
立
た
せ
、
明
離

騒
』
の
奥
深
さ
か
ら

g
r
を
増
す
。
そ
の
後
、
経
典
を
学
ん
で
聖

賢
の
出
拐
を
託
し
、
告
を
手
本
と
し
て
「
辞
」
を
み
が
け
ば
、
た
と
え

完
全
に
は
奥
堂
に
到
ら
な
く
て
も
欠
点
は
少
な
い
。

詩
が
奥
堂
に
到
る
に
は
「
経
を
法
と
し
て
誌
を
植
」
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
徐
禎
鱒
は
、
時
間
は
理
想
社
会
を
実
現
す
る
も
の
と
見
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
に
、
徐
槙
郷
は
自
選

(46) 

の
よ
う



馳
軟
歩
摂
す
る
は
、
気
の
逮
す
る
な
り
の
簡
練
端
躍
す
る
は
、

思
の
約
な
り
。
額
溺
紫
州
は
す
る
は
、
韻
の
斉
ふ
な
り
。
提
純
資

粋
な
る
は
、
演
の
検
な
り
。
明
熊
楠
内
は
、
一
部
の
譲
な
り
。
…
ぬ

才
間
関
擬
し
、
筆
を
一
滞
し
工
を
求
め
、
旨
を
発
し
意
を
立
つ
れ
ば
、

労
ら
に
出
で
て
内
多
し
と
縦
も
、
未
だ
斯
の
戸
に
自
ら
ざ
る
者

有
ら
ざ
る
な
り
。
(
馳
験
歩
線
、
領
之
達
也
。
簡
練
端
臨
時
、
忠

之
約
也
。
額
頑
勲
賞
、
韻
之
m
m
m
也
。
混
純
点
料
、
質
之
検
也
。

明
鶴
橋
闘
、
前
之
篠
也
Q

高
L
V
4
J

関
擬
、
・
諮
築
求
工
、
説
明
旨
立
意
、

雌
狩
出
多
門
、
未
有
.
不
自
新
一
戸
者
也
。
)

山
ご
は
「
馳
軟
歩
燦
」
、
走
る
よ
う
に
わ
き
起
こ
り
'
、
歩
く
よ
う

に
広
ま
る
。
「
思
」
は
「
簡
練
端
摩
」
、
心
に
牒
臨
と
し
て
起
こ
る
情

の
山
内
を
詩
と
し
て
詠
う
か
を
見
極
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
情
を
さ
ら
に

純
粋
に
す
る
。
「
韻
」
は
「
顔
頑
累
翼
」
、
互
い
に
「
鵠
頑
」
し
な
が

ら
「
緊
箆
」
日
連
な
り
貫
い
て
い
れ
ば
、
「
替
」
日
讃
和
、
が
と
れ
る
。

「
質
」
は
「
混
純
良
粋
」
、
余
計
な
も
の
を
省
い
て
純
粋
に
し
て
い
く
。

J
m」
は
「
明
鰐
清
円
」
、
滑
ら
か
で
円
や
か
に
な
る
よ
う
に
す
る
。

よ
り
良
い
詩
を
作
る
に
は
、
古
典
を
学
び
、
努
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
切
な
い
。
古
文
辞
派
の
弊
窓
口
と
し
て
よ
く
一
一
一
一
口
わ
れ
る
模
擬
制
窃
と
は

無
縁
の
世
界
で
あ
る
。

五

な
「
詞
」
は
平
日
」
に
さ
さ
え
ら
れ
る

余
長
期
立
、

I
i
A，f
'
fう
F
V

っ
て
い
た
が
、

し
て
測
る
べ
か
ら
ず
。

ま
た

奥
不
可
測
の

は
、
深
い
淵
が
測
れ
な
い
よ
う
に
、
奥
深
く
て
知
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
も
設
い
、
清
の
諸
相
を
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
。

線
踏
萌
採
た
る
は
、
情
の
来
た
る
な
り
。
託
禅
譲
街
た
る
は
、

さ

か

ん

い

つ

慣
の
荷
な
る
な
り
。
遊
離
絡
震
な
る
は
、
情
の
一
な
る
な
り
-

(
隷
瀧
萌
訴
、
構
之
来
世
。
託
洋
浸
街
、
情
之
持
也
。
連
藤
絡

協
樹
、
情
之
プ
世
一
。
)

ぼ
ん
や
り
と
し
て
実
体
は
つ
か
め
な
い
が
、
確
実
に
そ
れ
ま
で
と

は
異
な
る
心
の
変
化
が
萌
し
た
状
態
、
こ
れ
が
情
の
起
こ
り
で
あ
る
。

心
に
次
第
に
満
ち
ひ
ろ
が
っ
て
い
く
状
態
、
こ
れ
が
情
の
感
ん
な
と

き
で
あ
る
。
心
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

状
態
、
こ
れ
が
清
が
純
一
に
な
っ
た
と
き
で
あ
る
。
創
作
過
程
の
心

理
状
態
を
介
析
し
た
も
の
乙
陸
機
「
文
賦
」
が
あ
る
が
、
徐
禎
郷
は

附
」
の
相
を
欝
潔
に
説
明
し
て
い
る
。

さ
て
、
っ
た
構
法
、
ど
の
よ
う
に
し
て
詩
へ
と
昇
華
す
る

そ
の
原
理
を
次
の
よ
う
に
一
一
一
一
口
う
。

資
に
定
泣
無
く
、
触
感
し
て
興
る
。
既
に

(47) 

の
で
あ
ろ
う
か
c



中
に
動
け
ば
、
必
ず
声
に
形
は
る
。
故
に
喜
べ
ば
則
ち
笑
唖
と

為
り
、
愛
ふ
れ
ば
別
ち
好
敵
と
為
り
怒
れ
ば
別
ち
叱
昨
日
と
為

る
。
然
し
て
引
き
て
音
と
成
る
、
気
実
に
佐
た
り
、
音
を
引
き

て
訴
と
成
る
、
文
実
に
功
に
与
る
。
蓋
し
情
に
間
以
り
て
以
て
気

U

円、マワ

y一ヤ

を
発
し
、
気
に
図
り
て
以
て
声
を
成
し
声
に
留
り
て
詞
を
絵

り
、
詞
に
問
問
り
て
鵠
を
定
む
。
此
れ
詩
の
源
な
り
。
(
矯
者
心

之
精
也
。
惰
無
定
位
、
鰯
感
市
蹴
ハ
。
既
動
子
中
、
必
形
於
撃
。

故
喜
財
為
笑
版
、
一
品
仏
間
ハ
為
時
敏
、
怒
川
別
為
叱
略
。
然
引
市
成
立
問
、

気
銭
為
佐
、
引
地
問
成
…
初
、
文
資
興
功
。
護
国
情
以
護
鏡
、
国
策

以
成
費
、
間
以
聾
市
絡
調
、
間
詞
市
定
韻
。
此
詩
之
源
也
。
)

情
は
心
の
精
粋
で
あ
る
。
情
に
は
…
定
の
相
は
な
く
、
外
界
の
事

せ
い

物
に
触
れ
て
起
こ
る
。
憶
が
心
の
中
で
揺
れ
動
く
と
、
必
ず

J
ど

に
な
っ
て
現
れ
る
。
そ
こ
で
嬉
し
い
と
き
に
は
笑
う
よ
う
な

J
ど

と
な
り
、
心
配
事
が
あ
る
と
き
に
は
た
め
患
の
よ
う
な

J
ど

と

な

り
、
怒
り
が
こ
み
あ
げ
て
い
る
と
き
に
は
叱
っ
て
い
る
よ
う
な

と
な
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
「
気
」
の
た
す
け
に
よ
っ
て

Jr

に
な
り
、
「
文
」
の
効
果
に
よ
っ
て

J
E
が
「
詞
」
に

の
発
生
に
つ
い
て
は
、
「
護
」
以
下
に
「
構
」
に
よ
っ

発
生
す
る
、
と
述
べ
ら
れ
る
。
情
が
起
こ
る
こ
と
に
よ

が
発
生
し
、

2
苅
」
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
主

に
よ
っ
て
「
詞
」
が
彩
ら
れ
》
「
詞
」
に
よ
っ
て

が
定
ま
る
、
と
っ

詩
の
成
立
過
程
誌
、
「
靖
i，
t
自

1
詞
」
と
い
う
涜
れ
と
、

1
鎮
」
と
い
う
一
一
つ
の
流
れ
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

・
外
界
の
事
物
i
+

「
心
」
(
心
の
動
き
)

i

ψ

「
清
」
よ

(
「
気
」
の
た
す
け
)

i

↓
平
田
」

l

↓
{
「
文
」
の
効
果
)
↓
「
諮
」

・
外
界
の
事
物
よ
「
心
」
(
心
の
動
き
)
よ
「
矯
」
i
↓

i
z
v
 

「気
i
一詔よ↓ 

こ
の
二
つ
江
共
通
す
る
の
は
よ
ど
を
軸
と
し
て
、
詩
の
発
生
の

も
と
で
あ
る
「
情
」
と
、
「
情
」
、
が
詩
に
な
る
た
め
の

J
5
ぬ
働
き
、

そ
し
て
詩
を
さ
さ
え
る
「
訴
L

で
あ
る
。
「
認
」
誌
す
で
に
前
額
で

見
た
よ
う
に
、
「
明
徳
川
崎
例
月
一
日
清
ら
か
で
円
や
か
な
こ
と
が
潔
細
別

で
あ
っ
た
。

J
3
は
体
内
か
ら
発
せ
ら
れ
る
創
作
へ
の
意
欲
'
エ

ネ
ル
ギ
i
で
あ
る
が
こ
れ
は
外
界
の
刺
激
に
よ
っ

(

リ

感

動

て

そ

れ

に

よ

っ

こ

っ

た

か

(48) 

の
文
も
あ
る
。



弱
く
気
は
柔
か
に
、
掬
夫
倖
士
、
辞
は
燦
に
気
一
は
蕩
に
、
荒
才

そ
F

』な

矯
麗
、
辞
は
、
認
に
気
は
俄
ふ
。
(
詩
之
辞
領
、
雌
由
政
教
、
然

支
分
繰
布
、
略
荷
怨
底
。
良
白
人
土
品
殊
、
懇
随
遊
間
切
。
故
京

工
銀
位
、
節
搾
鍛
平
、
…
挙
資
儲
侠
、
静
雄
総
武
、
選
阻
壊
子
、

例
都
腐
気
促
、
逸
民
選
者
、
続
玄
領
沈
、
限
対
決
文
事
、
辞
税
額
後
、

戦
臣
弼
土
、
肘
府
税
叶
策
殿
、
関
鐙
翁
女
、
倣
附
弱
菊
菜
、
娼
夫
倖
士
、

鮮
総
領
務
、
荒
才
嬬
麗
、
静
淫
領
傷
。
)

山
川
」
「
詞
(
辞
)
」
は
人
の
個
性
に
よ
る
J

類
型
化
す
る
と
右
の

よ
う
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
情
1
音
1
詞
」
で

い
う
よ
♂
は
音
楽
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
詩
と
音
楽
に
つ
い
て
述

べ
る
古
い
資
料
に
♂
的
経
』
「
大
序
」
が
あ
る
。

詩
は
志
の
之
く
所
な
り
。
心
に
疫
る
を
志
と
為
し
、
一
一
一
一
向
に
発
す

る
を
詩
と
為
す
。
情
中
に
動
い
て
、
一
一
一
一
口
に
形
は
る
。
之
を
一
一
一
一
口
ひ

て
足
ら
ず
、
紋
に
之
を
嵯
模
す
。
之
を
臨
模
し
て
足
ら
ず
、
故

に
之
を
永
歌
す
。
之
を
永
歌
し
て
足
ら
引
さ
れ
ば
、
手
の
之
を
舞

ひ
、
足
の
之
れ
を
踏
む
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
情
声
に
発
し
、
声

文
を
成
す
。
之
を
音
と
謂
ふ
。
(
詩
者
志
之
所
之
也
。
在
心
箆

志
、
議
一
一
一
一
口
議
詩
a

箭
勤
於
中
、
市
形
於
一
一
一
一
向
。
一
一
一
一
口
之
不
足
、
故
嘩

嘆
之
。
嵯
之
不
足
、
故
永
歌
之
。
永
歌
之
不
足
、
不
知
手
之
舞

之
、
足
之
路
之
也
。
情
義
於
撃
、
饗
成
文
。
讃
之
音
。
)

し

心
に
あ
る
「
志
」
を
「
一
一
一
一
回
」
に
発
し
た
も
の
、
が
詩
で
あ
る
。
「
志
」

と
い
っ
て
も
、

明
を
い
く
ら
べ

物
に
よ
っ
て
心
の
中
に

中
に
生
じ
る
の
そ
の
表

禎
締
法
探
知
的
な
「
患

あ
る
っ
て
い
た
が
、

こ
こ
ろ
ざ
?
と
と
は
違
う
。

か
ら

が
わ
き
、
表
現
し
た
い
向
か
が
心
の

い
何
か
が
「
な
の
で
あ
る
。
徐

に

よ

っ

て

「

情

」

一

せ

る

必

要

が

の

昇

華

さ

れ

た

に

近

い

の

が

と
い
う

「
大
序
」
の
の
も
と
で

3
府
経
』
が
解
釈
さ
れ
た
古
設
で
は

政
治
的
・
道
倫
中
色
彩
が
強
い
た
め
、
♂
仰
い
と
は
政
治
的
な
も
の
、

道
徳
的
な
、
も
の
で
あ
り
、
外
界
の
物
に
触
発
さ
れ
て
起
こ
る
「
情
い

も
政
治
的
・
道
徳
的
な
も
の
に
触
発
さ
れ
て
起
こ
る
、
と
い
う
の
が

「
詩
一
言
志
説
」
在
解
釈
す
る
さ
い
の
底
流
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
「
情
」

が
何
に
触
発
さ
れ
る
か
は
詩
人
の
性
情
に
よ
っ
て
異
な
り
、

J
r

も
本
来
は
倒
々
人
に
よ
っ
て
異
な
る
は
ず
で
あ
る
。

「
立
問
」
に
つ
い
て
母
、
「
矯
」
が
生
じ
る
か
ら

J
ど
と
な
っ
て
あ

ら
わ
れ
、
そ
の

J
ど
が
「
文
」
日
交
錯
の
美
、
つ
ま
り
旋
律
を
そ

な
え
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
が
よ
E
で
あ
る
と
い
う
。
「
大
序
」

の
云
う
と
こ
ろ
を
と
「
詩
」
と
「
音
い
の
二
つ
の
流
れ
が

考
え
ら
れ
る
e

外
界
の
事
物

紙
片
界
の
事
物 べ

(49) 

志士戸

去
す
喜一円
H

よ

↓ 

11 

文

よ

↓ 

↓ 

11 



が
結
び
つ
く
の
は
、
「
一
一
一
一
口
之

i
嘘
嘆
よ
詠
歌
↓
舞

踏
」
の
桁
れ
の
な
か
の
「
諮
歌
」
の
と
き
で
あ
る
。
徐
禎
郷
は
、
「
先

王
之
を
宮
微
に
協
へ
、
之
を
繁
絃
に
被
む
ら
し
め
」
と
一
一
一
一
向
う
だ
け
で
、

静
栄
の
成
丘
に
つ
い
て
は
一
一
一
一
口
わ
な
い
の
徐
禎
卿
の
一
一
一
一
口
う
「
情
1
音

1

部
」
の
流
れ
は
、
「
一
制
」
と
な
る
過
程
に
着
目
し
て
い
る
の
で
あ
る

か

ら

、

で

は

あ

り

え

な

い

。

J
ど
は
一
般
的
な
一
一
一
一
口
語

に
な
り
、
そ
こ
に
「
文
」

と
い
う
の

と

で
あ
る
。

に
な
る
、

が
働
い
て

の
装
飾
の
効
果
に
よ
つ

で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば

と
は
平
氏
な
ど
を
考
慮
し
た
よ
り

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

は
、
訴
は

C

は

で
あ
っ
た
ら

と
も
に
「
諮
」
に
言
及
す
る
の

が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
か
ら
で
あ
る
の
そ
の

で
円
や
か
な
こ
と
が
瑠

「
一
刻
」
自
体
が
持
つ

そ
の
円
や
か
さ
は
、

さ
さ
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
の

六
、
内
談
都
知
録
』
も

が
考
議
さ
れ
る

平
氏
な
ど
を
考
慮
し
た
よ

る
徐
禎
卿
は
、
そ
の
持
論
を

)

o

 

yv 

に
お
い
て
も
実
践
し
て
い

以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

究
其
妙
問
、
可
路
市
一
一
一
一
問
。

0

・
・

c

卿
一
官
官
立
水
、
関
雅
頚
之
類
、
〕

っ
・
・
っ
~

系
民
婆
秀
、
建
問
附
愚
之
始
。
」

0

・
・
0

覧
其
事
迩
、
興
胸
躍
如
存
、
〕

-

O

パ

v

~

占
彼
民
憶
、
底
許
在
目
。
〕

C

C

・O
・

刑
判
知
詩
者
、
所
以
富
一
玄
欝
之
忠
、

西
字
句
が
中
心
と
な
り
、

対
句

対
句
‘
比
轍

光。
神つ
妙、.
る之0
1ヒ・
者
也

自
の

(50) 

に
な
っ
て
い
る
Q

ま
と
め
で
、

い
た
い

っ
て
い
る
。

ら
も
「

j
O
i
O
!」
と
問
問
で
あ
る
。
「
則
的
知

1
」

ま
と
め
る
匂
で
あ
る
た
め
、
敢
え
て
リ
ズ

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
m

対
句
で
、
互
い
に
意
味
を

に
あ
る
か
の
よ
う
」
と
い

る
一
平
氏
は
ど
ち

っ
て

い
る
。



-

o

o

-

-

凡
瓶
含
定
、
細
川
本
一
貿
o

o

-

-

o

 

所
以
同
憂
相
持
、
問
築
相
儲
者
也
。

o

o

o

-

-

o

 

故
詩
荷
風
也
。
腕
之
所
革
、
車
必
保
…
持
。

対
句
の
筒
所
の
「
批
士
服
悶
」
は
「
i
e
l
O」
と
な
っ
て
い
る

の
で
「
延
年
腕
歌
」
は
「
1
0
i
O」
と
制
救
し
て
い
る
。
決
め
手

の
句
の
「
清
本
一
環
」
は
「
l
@
l
@」
に
、
「
故
以
前
者
腕
也
」
は
「
i

O
i
O
l」
と
な
っ
て
い
る
。
旬
は
離
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
も
糊
救

し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

で
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

た
と
え
ば
際
機
、
が

て
統
腕
」
っ
て
い
る
こ
と
に
削
れ
た
段
落
で
あ
る
。
原
文
は
本

論
の
第
三
節
に
引
用
し
た
。
こ
こ
は
、
「
文
賦
」
の
「
詩
縁
情
而
続

勝
」
の
ふ
ハ
字
句
を
引
閉
し
て
い
る
た
め
か
、
段
務
中
は
六
字
句
も
し

・
0

く
は
三
字
句
が
自
立
つ
。
「
夫
欲
路
質
、
必
務
削
文
、
欲
反
本
、
必

0

・

資
去
末
。
」
は
、
「
夫
」
の
発
…
品
川
の
辞
を
省
く
と
「
一
一
一
宇
・
間
学
1
1
一一一

宇

-m字
」
の
対
に
な
っ
て
お
り
、
開
字
の
と
こ
ろ
は
一
一
間
不
問
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
対
に
な
っ
て
い
で
し
か
も
「
所
以
」
を
含
む

匂
が
二
制
出
て
く
る
α

発
語
の
辞
や
指
示
詞
を
省
く
と
、

文
勝
質
~
枝
、
本
向
末
呉
、
嬰
折
口
所
以
感
歎
、
程
朱
所
以
興
哀
。

γ
、
六
{
子
i
六
字
」
と
対
句
に
な
り
、
内
容
的
に
は

と
隔
句
で
つ
な
が
る
。
一
一
例
自
は
、

白
文
求
一
皆
、
督
格
所
以
為
表
。

。〉

員B
I~jg ^ I 

宍

の

A 
/¥' 

に
な
り
、

fレ

勾
ジ)

・キ
つ
な

淵ず
珠。九
議
采・

•• 亦
部
開
加
鳩
山
，
慰
問
。
」

は
中
心
4
A
開
閉
寸
相

j
i
l
 

。〉1封

•••• 

し
て
測
る
べ
か
」
の
「
奥
不
可
測
」

々
し
い
。
い
か
に
も
測
り
が
た
い
感
じ
一

な
が
ら
情
の
楠
を
分
析
す
る
と
こ
ろ
で
は
、

0

・

0

・

在
洋
浸
街
、
情
之
節
也
。
連
顧
絡
閥
、

は
問

た
い

0

・

糠
艦
萌
訴
、

情
之
一
也
。

「

io--、
ー
を
く
り
返
し
て
リ
ズ
ム
を
と
っ
て
い

に
こ
う
な
っ
た

=

γ
え
ら
れ
な
い
。
徐
禎
卿
は
明
ら
か

灰
を
整
え
、
苦
楽
的
な
効
果
を
あ
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

と

お
わ
り
に

純
度
を
増
し
、

は
「
思
」
に
よ
っ
て

に
よ
っ
て
詩
と
な
る
合
一

に
よ
っ
て
平
灰
の
整
っ
た

が
整
い
、
か
つ
「
文
」
と

に
よ
っ
て
完
成
す
る
。
「
詞
」
は
、

あ
る
、
が
、
た
だ
表
部
的
に
美
し
い

よ
っ
て
生
ま
れ

気 F』売

「
す
ご

と
い



「
締
擁
」
な
も
の
で
は
い
け
な
い
。
「
文
」
を
さ
さ
え
る
「
質
」
が
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
「
詞
」
に
よ
日
」
が
と
も
な
い
、
清
ら
か
で
円

や
か
な
調
べ
を
も
っ
詩
が
徐
禎
郷
の
理
想
で
あ
っ
た
。

詩
は
平
灰
や
韻
を
整
え
、
も
と
よ
り
苦
楽
的
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら

ば
敢
え
て
音
楽
的
な
「
詩
」
な
ど
と
一
一
一
一
口
う
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
が
、

「
は
じ
め
に
」
に
紹
介
し
た
李
夢
楊
・
何
景
明
が
誉
め
た
と
い
う
「
鎖

南
校
」
を
見
れ
ば
、
そ
の
理
由
が
推
察
で
き
よ
う
。
「
鎖
南
枝
」
は
、

(8) 

当
時
の
俗
語
を
ま
じ
え
た
艶
歌
で
あ
る
。
し
か
し
、
徐
禎
制
御
が
自
指

し
た
の
は
、
卑
俗
な
流
行
歌
で
は
な
く
、
き
ち
ん
と
平
灰
が
整
い
、

r
』
シ
』
何
日
申

文
と
一
箆
と
が
調
和
し
、
詞
も
お
だ
や
か
で
上
品
な
「
詩
」
で
あ
る
。

文
と
質
、
が
彬
彬
と
し
、
理
想
社
会
実
現
の
た
め
の
一
助
と
な
る
奥
堂

の
詩
で
あ
る
。
古
代
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
す
で
に
な
い
、
と
す
れ
ば

「
文
」
と
「
質
」
と
が
調
和
し
、
詩
そ
の
も
の
が
音
楽
的
で
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
で
あ
る
。

徐
禎
側
仰
の
詩
は
、
古
文
辞
派
後
七
子
の
領
袖
王
世
貞
(
一
五
二
六

1
一
五
九

O
)
に
「
白
雲
自
ら
流
れ
、
山
泉
怜
然
、
残
雪
地
に
復
り
、

{
9〉

新
月
掩
映
す
る
が
如
し
」
と
、
そ
の
風
韻
に
富
み
清
椀
な
こ
と
が
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
徐
禎
側
仰
の
恕
想
が
結
実
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。
『
談
製
録
』
も
間
字
句
を
中
心
に
平
氏
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。
内

容
と
い
う
「
質
」
も
あ
り
、
装
飾
的
な
「
す
ご
も
あ
り
、

3
5
も

あ
り
、
理
想
を
述
べ
な
が
ら
そ
の
理
想
を
実
践
し
た
作
品
と
な
っ
て

い
る
つ詩
は
心
の
ァ
っ
た
」
で
あ
る
窃
徐
禎
郷
の
理
想
の
文
学
の
核
心
は

ま
さ
に
そ
こ
に
あ
っ
た
a

よ正一(
1
)
李
夢
揚
『
尚
早
持
集
担
巻
五
十
一
原
文
は
古
欝
亡
奏
。

仙
川
…
自
有
壌
調
可
歌
詠
。
高
者
猶
足
被
管
弦
。
宋
人
主
理
不
主
調
。
於

是
靖
調
車
亡
。
」

(
2
)
『
李
問
先
集
』
(
中
華
義
務
}
所
収
。
日
開
文
は
「
有
撃
詩
文
於
李
納
町

鱗
者
、
向
悶
努
郡
部
之
作
省
。
納
町
網
教
以
若
似
得
簿
唱
鎖
南
枝
、
別
詩

文
無
以
加
発
。
諮
問
其
詳
、
蛇
蝦
告
以
不
能
悉
記
也
。
紙
在
街
市
上

関
行
、
必
有
嘱
之
者
会
越
数
日
、
果
関
之
、
警
躍

納
町
鱗
堤
謝
日
、
誠
如
等
教
争
何
大
復
縁
至
沖
省
、

讃
中
紋
一
花
告
会
知
十
五
躍
畿
、
山
山
諸
型
装
婦
女
之
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(
3
〉
李
夢
潟

西
部
人
出
切

間
関
呉
下
入
、

材
今
一
:
・
」
と
あ
る
9

(
4
)
 

つ
い
て
は
鷲
野
に

い
{
大
東
文
化
大
学
創
立
六
十
期
年
記
念
中
間

九
八
mm
年
十
A

一
月
)
が
あ
る
。
ま
た
藤
野
に



i
江
臨
時
代
の
詩
i
」
(
崎
中
間
在
典
研
究
恥
第
二
十
七
幌
、

:
年
〉
が
あ
る
。

(
5
)
『
徐
文
長
三
簾
』
巻
十
九
「
尚
南
詩
序
」
。
原
文
は
「
古
人
之
詩
本

乎
情
ρ

非
設
以
潟
之
者
也
。
開
設
以
有
詩
間
然
詩
人
。
治
於
後
世
、
財

有
詩
人
突
。
乞
斗
一
一
川
之
日
多
笠
不
可
勝
路
。
部
詩
之
絡
亦
多
歪
不
可
勝

品
。
然
其
於
詩
、
類
皆
本
然
悲
情
、
開
設
情
以
潟
之
。
夫
設
情
以
矯

之
者
、
其
趨
在
於
一
ト
詩
之
名
。
…
十
詩
之
名
、
其
勢
、
必
主
於
襲
詩
之
格

市
制
其
紫
調
。
審
如
走
、
別
詩
之
質
亡
発
。
間
浩
之
誤
有
詩
人
部
無

詩
。
」
徐
滑
に
つ
い
て
は
叫
徐
文
長
』
(
臼
裕
社
、
ご

O
O九
年
)
が

あ
る
。

(
6〉
李
夢
陽
は
例
え
ば
『
空
間
集
』
巻
五
十
「
張
生
詩
序
」
に
「
夫
詩

設
之
情
乎
。
野
領
其
磁
乎
。
一
止
護
者
時
乎
。
夫
詩
…
一
一
罰
金
心
。
志
有
通
襲
、

則
悲
犠
以
之
。
二
者
小
大
之
社
ハ
由
也
。
」
と
一
広
い
、
判
禁
明
は
『
何
大

復
築
』
巻
十
四
「
明
月
篇
」
に
「
宍
詩
本
性
情
之
護
者
迎
。
其
切
高

場
開
ん
者
莫
如
夫
婦
之
問
。
是
以
一
一
一
宮
篇
首
乎
雌
鳩
、
六
義
首
乎
風
J

な
ど
と
云
う
。

(
7
)
鷲
野
「
徐
禎
削
仰
の
「
楽
府
」
に
つ
い
て
」
(
『
中
間
文
化
』
第
四
十
号
、

…
九
八
二
年
六
月
)
。

(
8
)
李
問
先
が
紹
介
し
て
い
る
「
鎖
南
校
」
の
歌
詞
は
、
「
楼
稜
角
、
説

的
証
旬
、
和
域
黄
泥
内
ん
捜
地
雨
簡
。
控
一
能
見
師
、
控
一
一
笛
見
我
。
捜

的
東
一
似
活
托
、
控
的
京
間
淋
上
歌
川
問
。
路
泥
人
見
捧
破
、
着
水
児

童
相
過
。
一
舟
提
…
笛
郎
、
再
強
一
語
我
。
寄
寄
身
上
也
有
抹
妹
、
妹

妹
身
上
也
有
寄
寄
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

(9)
王
世
貞
『
明
詩
評
』
。
原
文
は
「
如
白
雲
自
流
、
山
泉
沖
熱
、
礎
一
一
一
宮

九
八

i
H
J
、
5
4出
会
計
1
1

4

行
免
許
日
ロ
懇
ド
r

(53) 


